
研 究 成 果

１．はじめに

2015年６月に地理的表示保護制度（以下、GI制度）
が施行され、2021年１月６日現在、104の地域ブラン
ド産品が登録されています。このGI制度は、伝統的
な生産方法や気候・風土・土壌などの生産地等の特性
が、品質等の特性に結び付いている産品について、そ
の名称を知的財産として登録し、保護する制度です。
GI制度では、生産地と品質等の特性の結びつきにつ
いて公的な審査を行い、登録によって国によるお墨付
きを得ることができます。また、名称の不正使用につ
いて、これまでの制度では商標権者自らが対応する必
要があったのですが、GI制度では国による取締りが
行われます。

それでは、こうしたGI制度は登録産品の価格を上
昇させる効果があったのでしょうか。本研究では、
GI制度への登録産品である「くまもと県産い草畳表」
を対象に、属性の違いがその価格に反映されるヘド
ニック・アプローチを用いて、GI制度登録による価格
上昇効果を検証しました。この畳表は、食料品と違っ
て原産地の表示が義務化されていないため、主に中国
から輸入する安価な畳表との競争にさらされていま
す。GI制度の登録生産者団体である八代地域農業協
同組合は、国産品であることを示す手段の一つとして
GI制度へ登録したと述べており、その効果を検証し
ました。なお、本研究は2019年度地域農林経済学会
個別報告優秀賞を受賞した研究成果です。

２．分析枠組み

本研究で用いたヘドニック・アプローチとは、ある
商品価格をその商品のさまざまな属性の価値に関する
集合体とみなし、回帰分析を利用してそれぞれの属性
価格を推定する手法です。これによって、GI制度へ
の登録を一つの属性として、その価格上昇効果を推計
することができます。

⑴データ
本研究では、くまもと県産い草畳表のうち、農協

市場へ出荷された銘柄別・規格別・経糸別の価格及び、
財務省「貿易統計」における税関別の輸入畳表の価格

のデータを用いて分析を行いました。これらのうち農
協市場へ出荷される畳表は、「ひのさらさ」「ひのさく
ら」「ひのさやか」「ひのはるか」「夕凪」「在来品」の
６銘柄があり、「在来品」以外はGI制度への登録産品
です。この銘柄は、先に挙げたものほど高級な畳表と
なっています。規格は「本間」と「五八」の２規格が
あり、「本間」の方が大きいためより高く取引されま
す。経糸は、い草を交互に交差させながら挟み込む際
に用いる平行に張られた糸の列であり、「麻糸」を使
う場合と「綿糸」を使う場合があります。このうち「麻
糸」の方が丈夫であるため、より高価に取引されま
す。税関別の輸入畳表については、農林水産省『平成
30年産「い」の作付面積、収穫量及び畳表生産量（生
産県）』の計算方法を参考に、畳表1.7kg当たりの輸入
金額を１枚当たりの輸入畳表価格として用いました。
なお税関は、ほぼ通年で輸入のあった税関15か所を
選定しています。

本研究では、GI制度の政策効果を検証する処置群
として、GI制度登録産品である５銘柄の価格を活用
しました。また、対照群として非GI制度登録産品で
あるくまもと県産い草畳表の「在来品」の価格と、税
関別の輸入畳表の価格を活用しました。

⑵分析モデル
本研究では、銘柄・規格・経糸別及び税関別の月別

のパネルデータを用いて分析を行いました。その際、
本研究では銘柄や規格、経糸、税関別の限界効果の測
定を目的としていないため、規格ダミーや経糸ダミー
等を設けず、固定効果として銘柄・規格・経糸別及び
税関別の効果を想定しています。分析では、以下のヘ
ドニック価格関数推定式を用いました。

yit = α + βXit + dGIk + θitatami + εit　　　⑴

ここで、銘柄・規格・経糸別及び税関別の畳表iのt期
における価格がyitであり、Xitは説明変数ベクトルGIk

はGI制度へ登録されたくまもと県産い草畳表の銘柄・
規格・経糸ごとの畳表におけるGI制度への登録後ダ
ミー、dはGI制度への登録後の価格変化分（GIプレミア
ム）のベクトル、tatamiは銘柄・規格・経糸別、税関別
の固定効果、εitは誤差項を指します。なお説明変数と
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して、銘柄別・輸入畳表タイムトレンドと、四半期ダ
ミーを用いました。その際、線形モデル、片対数モデ
ル、両対数モデルの３モデルを推計しています。

３．推計結果

ここでは、線形モデル、片対数モデル、両対数モ
デルの３モデルのうち、最も当てはまりの良かった線
形モデルの推計結果を紹介します（第１表）。

推計結果から、「ひのさらさ」と、「ひのはるか綿
五八」、「夕凪綿五八」以外のGI制度への登録後ダミー
が統計的に有意にプラスであったことを確認できまし
た。GIプレミアムはおよそ166円～330円の範囲であ
り、GI制度への登録が価格上昇に寄与している点を
実証しています。なお、既存研究では高級品よりも低
級品でGI制度への登録による価格上昇効果がより大
きい点を述べていますが、本研究では一貫したトレン
ドを確認できませんでした。

４．結論

本研究ではくまもと県産い草畳表を対象として、
ヘドニック・アプローチによりGI制度への登録による
価格上昇効果を検証しました。そこでは、ほとんどの
銘柄で正の価格上昇効果を確認できました。具体的に
は、166～330円で推移しており、くまもと県産い草
畳表においてGI制度への登録が有効であった様子が
うかがえました。

なお、今回は工芸品である畳表を対象に分析しま
したが、GI制度への登録産品は、全国的に有名な産
品や伝統野菜のような地域に根差した産品など多様で
あり、今後、どういった産品でより大きな価格上昇効
果があったか検証する必要があると考えます。

第１図　銘柄別のGIプレミアム（麻本間規格）
１）�%は、GIプレミアムをGI登録前の各畳表加重平均価格で除
した価格上昇率です。この価格上昇率は、右軸で示してい
ます。第２図も同様です。

第２図　銘柄別のGIプレミアム（麻五八規格）
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第１表　ヘドニック価格関数の推計結果（線形モデル）
線形モデル

係数 t値
タイムトレンド
ひのさらさ 21.161 4.54 **
ひのさくら -0.974 -0.81
ひのさやか -3.263 -2.71 **
ひのはるか -1.183 -0.87
夕凪 -5.794 -3.79 **
輸入畳表 -0.213 -1.15
在来品 -1.155 -1.60
GIダミー
ひのさらさ麻本間 -15.040 -0.07
ひのさらさ麻五八 -285.384 -1.73
ひのさくら麻本間 246.802 5.25 **
ひのさくら麻五八 330.132 6.13 **
ひのさやか麻本間 264.824 4.00 **
ひのさやか麻五八 284.242 4.33 **
ひのさやか綿本間 202.762 2.89 **
ひのさやか綿五八 170.471 3.03 **
ひのはるか麻本間 166.171 2.20 *
ひのはるか麻五八 249.207 3.58 **
ひのはるか綿本間 232.536 3.50 **
ひのはるか綿五八 121.258 1.92
夕凪麻本間 321.783 4.11 **
夕凪麻五八 248.400 3.35 **
夕凪綿本間 297.582 3.33 **
夕凪綿五八 115.311 1.66
他
定数項 1670.754 134.83 **
四半期ダミー Yes
銘柄・規格・経糸、税関別固定効果 Yes
F検定 F(34, 2263)=494.81

p値=0.000
Hausman検定 chi2=(20)=426.48

p値=0.000
サンプルサイズ 2,324
決定係数 0.972
1）�**、*はそれぞれ１%、５%水準で統計的に有意であることを示します。
また、推計にはロバスト標準誤差を用いています。
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